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〔活動報告〕 

 

【はばたけ夢基金 健康教育支援事業 企画要旨】  

 

全学共通科目 健康・スポーツ科学科目  

「たばこと健康問題」 

 
概 要：全学共通科目 健康・スポーツ科学科目において、たばこに関する各

分野の専門家から毎回 1 名の講師を招き、オムニバス形式で標記授業を

開講した。 

 
科目の主題と目標： 

 本科目は、喫煙行為やたばこ産業の歴史、各種がん、心血管疾患や慢

性閉塞性肺疾患などのリスク因子としての位置づけ、さらには受動喫煙

防止のための公的な取り組みなどについて、医学的観点からのみならず、

法学、経済学、薬学などさまざまな角度から「たばこ」を紐解き、初年

次の学生が喫煙の心身に及ぼす影響の認識を深め、健康なライフスタイ

ルを構築することを目的とする。 

 
授業内容ならびに波及効果： 

以下の内容を 15 回の講義で実施した（図１）。開講最終年度の今年は

受講希望者が昨年度を大きく上回り、学生への反響の大きさがうかがえ

た。 
近年は成功率の高い禁煙補助薬も利用可能となっているが、一度獲得

した習慣を断ち切るというのは相当の苦痛を伴い、禁煙を試みる者の精

神的・経済的負担は決して少なくない。したがって未成年者が喫煙を「は

じめない」ことが何よりも重要である。実際に本講座では回を重ねるご

とに、授業後アンケートへのキャンパス内全面禁煙を望む声の書き込み

が増していった。 
自らの「たばこを吸わない人生」の決意を強めただけでなく、権利と

しての「防煙」へ向け環境を変えるためには自分たちが動かねばならな

い、学生一人一人がそのように講義を通じて感じたようである。 
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図１．平成 25 年度 たばこと健康問題 講義日程 


